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はじめに

Aお客様へ

お買い上げ誠にありがとうございます。
本書には商品の正しい取扱方法と注意事項につ
いて説明してあります。商品を正しくお使いい
ただくために、ご使用前に必ず本書をよくお読
みいただき、ご不明な点は販売店にお問い合わ
せください。
また、この取扱説明書は常にお手元に保管くだ
さいますようお願い申し上げます。

オートバイ用ブルートゥースレシーバー
VZ -7200Y
取 扱 説 明 書
適応機種：汎用
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1. フルフェイス型およびジェット型ヘルメットであること。
注意

●オワン型（ハーフ）タイプなどには使用できません。ヘルメッ
　トの左側面に、本機を取り付
けるスペースがあるか確認し
てください。

●強力なテープを使用しますの
で、再塗装やステッカー部は
剥離する可能性があります。

2. ヘルメットのイヤーホール部（耳部）
　 に右記のスペースがあること （右図）
3. 下記Bluetooth 仕様に合う送信側機器であること

●本機にはマイクはありませんので、会話をする事はできませ
ん。また、携帯電話などの通話もできません。

本機Bluetooth 仕様
●規格 Ver.2.1+EDR
●使用周波数帯 2.4GHz 帯
●出力 Class2
●対応プロファイル HSP
● PINコード 『0000』
※全てのBluetooth 機器との組合せで動作を保証するもの
ではありません。接続する相手機器の仕様により、正しく
動作しない場合があります。

厚み12mm厚み10mm
φ27mm

取り付け出来ないヘルメット

ハーフタイプ 耳カバーが
布で出来ている

側面に
凹凸がある

注
意

適
　
合
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本機にはマイクがありませんので、会話をする事はできま
せん。

　

1.本機の特長

注　意

●ZUMOシリーズナビゲーション用の使いやすいBluetoothレ
シーバーです。

●突然の雨にも慌てない防雨設計。（IPX6相当）
●ヘルメットのフォルムを崩しにくく、空気抵抗にも考慮した
コンパクトな設計。

●電源は突然の電池切れでも入手しやすく、交換も簡単な単三
アルカリ乾電池仕様。

●連続使用時間は約10～12時間。長時間の使用も考慮した省
電力仕様です。

●チャンネル／プロファイル　HSP
●ヘルメットへの取り付けは、強力デュアルロックを使用。
●超薄型、超小型スピーカーの採用。フルフェイス型ヘルメッ
トでも納まりやすいタイプです。

●本機は片側スピーカー仕様の為、モノラル出力です。送信機
側がステレオ対応機でもモノラルで出力されます。
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ご使用の前にこの「ご使用上の注意」をよくお読みの上、正しくご使用
ください。注意事項には、誤った取扱いにより生じる事が予想される危
害や損害の大きさにより、「警告」「注意」で区別して表示しています。

この表示の内容を守らないと、死亡や大ケガなどの人
身事故の原因となります。また、法律に抵触する可能
性があります。

この表示の内容を守らないと、ケガや車両、製品に損
害を与える恐れがあります。

●本製品を分解、加工、改造などを行わないで下さい。火災、感電、
故障などの原因となる場合があります。本製品は電波法による小
電力データ通信システムとしての認証を受けている無線機ですの
で、分解、加工、改造は電波法違反として処罰の対象となる場合
があります。また、保証期間内でも保証対象外となるばかりでな
く、修理等をお断りする場合があります。

●ヘルメットの帽体を削る等、安全を損なう可能性のある取り付け
はお止めください。

●運転者は走行中に本製品を絶対に操作しないでください。重大な
交通事故の原因となる場合があります。

●本製品は運転や視界の妨げにならない場所に取り付けてください。
また、二輪車の機能（メーター等）の妨げにならないように取り付け
てください。事故やケガの原因になる場合があります。

●ヘルメットの縁などで配線を挟み込まないようにしてください。ショー
トや漏電等があると製品の破損、火災等を起こす可能性があります。
●本製品が万一破損、故障した場合はすぐにご使用を中止してくだ
さい。そのままご使用になると火災、感電等の可能性があります。

●本製品を医療機器の近くで使用しないでください。電波により医
療機器に影響を与える恐れがあります。

●この製品はオートバイ乗車中に使用する事を前提に設計されてい

2.ご使用上の注意

警　告

注意

警告
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2.ご使用上の注意

　ます。その他の目的で使用しないでください。特に航空機内での
ご使用や、心臓ペースメーカー近くでのご使用は電波の影響が深
刻ですのでお止めください。

●本製品は防雨設計となっておりますが、洗車機等で故意に水を掛
ける事や雨中での長時間のご使用を避けてください。

●本製品は電池キャップを正しく閉めた状態で初めて防雨効果を発
揮します。走行前は必ず電池キャップが閉まっている事を確認して
ください。また、濡れた状態での電池交換はお止めください。

●本製品は電子部品を使用した精密機器ですので、落下等の強い衝
撃を与えないでください。故障の原因となります。

●本製品は日本国内での使用に限ります。海外での使用及び輸出は
できません。

　This product is limited to use only in JAPAN. Use in 
foreign countries and export are not possible.

●本製品の使用及び外観は、改良の為予告無く変更する場合があり
ます。ご了承ください。

注　意

警　告（つづき）
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3.梱包内容

ヘルメットスペーサー
（1個）

スピーカー用ベルクロ
（オスメス1組）

単三アルカリ乾電池
（作動確認用）

デュフィッティングスペーサー
（3枚）

デュアルロック 粗目（1枚）
デュアルロック 細目（1枚）

レシーバー
（本体）



8

4.各部の名称

スピーカー

ボリュームダウンボタン

ボリュームアップボタン

スピーカーコード

インジケーターランプ

コネクター

電池キャップパッキン認証シール

電源ボタン
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5.Bluetoothとは

 Bluetoothの概要
　 Bluetoothとは、2.4GHz帯の電波を使用した近距離デジタル無線
通信規格です。パソコンや周辺機器、携帯電話、家電や医療機器な
ど様々な分野でのデータ通信に利用されています。Bluetoothを利
用する事により、クリアで混信が少ないワイヤレス通信が可能です。

　 本機はBluetoothを使用して各種音声案内をライダーに発信する機
器
専用機）です。
（ナビゲーションなど）を対象とした、Bluetoothレシーバー（受信

 Bluetoothについての注意
　 本製品はBluetoothを利用する事により、電波法に基づく小電力
データ通信システムの無線設備の認証を受けています。この為、本
製品をご使用頂く上では無線に関する免許は不要です。

　 ただし、下記の行為は電波法違反等として処罰の対象となる場合が
あります。

　 ● 本製品を分解、加工、改造等をする事
　 ● 本製品に貼り付けられている証明ラベルを剥がす事
　 ● 日本国外への持ち出し、および使用する事（各国で法律、規定、
　認証制度等が異なります。）

　 また、本製品が使用している2.4GHz帯の電波はBluetooth以外に
電子レンジなどの家電や産業機器、科学機器、医療機器、無線LAN
やアマチュア無線なども使用しています。これら機器への誤作動や
電波干渉を防ぐ為、下記注意事項をお守りください。

　● 近くでこれら機器が使用されていない事を確認してください。
　 ●万一これら機器と電波干渉があった場合は、速やかに使用場所を
変えるか、または本製品の使用を中止してください。（電波の発射を
中止）

 Bluetoothの用語
　 1）『ペアリング』とは
　 Bluetooth機器は、接続しようとする機器同士をあらかじめ登録
する必要があります。この登録をペアリングと呼びます。
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5.Bluetoothとは

　 一度ペアリングをすれば次回からは電源を入れるだけで使用でき
ますが、以下の場合は再びペアリングを行う必要があります。

　 ● 修理をした場合など、ペアリング情報が消去された時
　 ● 本機を別のBluetooth機器とペアリングをする場合
　 ● 一度ペアリングした機器が、ペアリング情報を消去した場合
　 ● 一度ペアリングした機器が別の機器とペアリングして、再び接

続したい場合
　 　また、ペアリングを行った機器以外は通信できません。したがっ

て、ペアリングした以外の機器へ通信内容を知られる心配があ
りません。

2）『プロファイル』とは
Bluetooth機器には、その機器の種類によって規定があり、これ
をプロファイルと呼びます。
例）HSP……ナビゲーション案内用に使われる音声の通信を行う

プロファイル
Bluetoothを使用する為には、ペアリングする機器同士が同じプ
ロファイルを持っている必要があります。また、そのプロファイ
ルの機能しか使用できません。
本製品のプロファイルは、HSPになっています。

3）『PINコード』とは
Bluetooth機器では、ペアリングをする際にお互いが暗証番号
を入力する必要があります。この番号をPINコードと呼びます。
（PINコードはパスキー、PINナンバー、パスワードなどと呼ばれ
ることがあります。）
このPINコードが合わないと、同じプロファイルを持っていてもペ
アリングができません。
携帯電話のように番号ボタンと液晶が有る機器は任意で入力で
きますが、本製品のような機器の場合は入力ができません。その
為、その機種固有の番号があらかじめ登録されていて、ペアリン
グ時に自動的にPINコードを入力します。
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5.Bluetoothとは

　 本製品の場合、PINコードは『0000』（ゼロが4つ）になってい
ます。ペアリングを行おうとしている機器のPINコードをあらか
じめご確認頂き、同じPINコードである事を確認してください。

　 4）『クラス』とは
　 Bluetoothには、電波の出力の大きさを規定して、クラス1～3に
分かれています。それぞれ通信ができる範囲が異なります。

　 ただし、異なるクラスの機器同士を接続した場合、下のクラスの範
囲までしか通信できません。

　例）Class1とClass2を接続した場合…Class2の範囲（約10ｍ）まで
　 　　Class1とClass3を接続した場合…Class3の範囲（約1ｍ）まで
　 　　Class2とClass3を接続した場合…Class3の範囲（約1ｍ）まで

　本製品はClass2ですので、通信可能な範囲は約10ｍです。
　※通信範囲は基準値です。周囲の電波状況や障害物の有無など
　により変化する場合があります。

クラス 電波強度 通信距離
Class1 100mW 約100ｍ
Class2 2.5mW 約10ｍ
Class3 1mW 約1ｍ
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6.ペアリングを行う

適合の確認
適合条件

 電池を入れる／電池交換
　 本製品は電源に単三アルカリ乾電池を使用します。電池残量が少な
くなった時は、早めに交換してください。（8.使用方法の項目を参
照）また、お買い上げ頂いた際は電池が入っていませんので、最初
に付属電池を入れてください。

　 ①本製品後側の電池キャップを左に回してキャップを外してくださ
　い。この時、キャップと本体の間にあるパッキンを無くさないでく
　ださい。

　 ②単三アルカリ乾電池を
正しく入れてく

　　 ださい。

●プロファイル：HSP
●PINコード：0000（ゼロが4つ）
※PINコードはパスキー、PINナンバー、パスワードなどと呼ばれ
ることがあります。

●本機にはマイクはありませんので、会話をする事はできません。ま
た、携帯電話などの通話もできません。

※全てのBluetooth機器との組合せで動作を保証するものではあり
ません。接続する相手機器の仕様により、正しく動作しない場合
があります。

③パッキンを取り付け、電池キャップを右に回して取り付けてくだ
さい。防水のため、電池キャップの締め具合が弱いと電源が入り
ません。電池キャップは強めに締めてください。

④電源が入る事を確認してください。
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●パッキンを正しく取り付けてください。パッキンが外れていたり捩
れていたりすると、浸水等の原因となります。

●電池キャップをきちんと閉めきってください。閉まり具合が緩いと、
浸水やキャップの脱落等の原因となります。

●パッキンには定期的にグリス等を塗布してください。
●販売時に同梱している電池は作動確認用です。規定時間まで使用
できない場合があります。

●本機は単三アルカリ乾電池専用です。充電式やマンガン電池など
を使用すると正常に使えない恐れがあります。

6.ペアリングを行う

注　意

青赤

 チャンネル／プロファイルの確認
　 本製品の通信チャンネルは1つです。
　 チャンネル1…HSP用　（ナビゲーション音声案内）

 ペアリングの手順
①近くで他のBluetooth機器が使用されていない事を確認して下さい。
②本機の電源が入っていない状態で、電源ボタンとボリュームアッ
プボタンを同時に長押ししてください。約5秒後にインジケーター
ランプが赤と青が1回ずつ交互に点滅したら、両ボタンを離して
ください。
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6.ペアリングを行う

③ZUMOシリーズ ナビゲーション側をペアリングモードにして、本
機の近くに置いて下さい。（約1ｍ以内）

　※ZUMOシリーズ ナビゲーション側の取扱説明書を参考に操作し
てください。

④ペアリングが正しく完了したら、インジケーターランプが5秒間隔
の青点滅になります。送信側機器と正しく接続されているか確認
してください。（音声案内を受信するなど）

　5分経ってもペアリングが完了しなかった場合は、ペアリングモ
ードは終了し、インジケーターランプは5秒間隔の赤点滅になりま
す。改めてペアリングしてください。

●本機はモノラル出力です。送信機側がステレオ出力機でもモノラ
ルにて出力されます。

●本機の出力クラスはクラス2（約10ｍ）です。送信機側がクラス1
（約100ｍ）でもクラス2の範囲外では接続できません。（通信が
切れます。）

●送信機側でPINコードの入力を求められる場合があります。その
場合は「0000」を入力してください。

注　意
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7.ヘルメットへの取り付け方法

参　考

●ヘルメットの種類や耳の形状など
により、スピーカーと耳の間が広く
開く場合があります。その際はヘ
ルメットとスピーカーの間にフィッ
ティングスペーサーを入れて調節し
てください。

●ヘルメットの種類や耳の形状など
によりスピーカーと耳が当たる事
があります。その際はスピーカー
の出力面にスピーカー用スポンジ
を貼り付けてください。

付属のフィッティ
ングスペーサーを
重ねて調整しま
す。

スピーカーが直接耳に
当たる場合はスピー
カー用スポンジを貼っ
てください。

①スピーカーコードの途中にあるコネ
クターを外し、取り付けするヘルメ
ットのイヤーホール部（耳部）にス
ピーカーが入るか確認してください。

②スピーカー中心と耳の中心が合うよ
うに位置を決め、ベルクロテープで
固定してください。

　スピーカー背面にベルクロのオス側（裏
面が硬い方）を貼り、ヘルメット側
にメスを貼ります。

スピーカーの位置

耳とスピーカー
の中心を合わ
せます。

この凹み部分に
スピーカーを装
着します。
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7.ヘルメットへの取り付け方法

④帽体に本体を当てて取り付け位置を決め、その
部分にデュアルロックを貼り付けてください。

　走行中の風切り音が気になる場合は付属のヘル
メットスペーサーを貼ってください。

●貼り付け位置の汚れや油分を落としてください。

⑤デュアルロック同士をしっかり噛み合わせてくだ
さい。しっかり噛み合うとパチンと音がします。

⑥本体を取り外す時は、上から下にめくるように
デュアルロックを外してください。

●デュアルロックの粘着剤は、貼り付け後24時間で安定します。
安定するまでは負荷を与えないでください。

●走行中の落下を防ぐ為、走行前に必ずデュアルロック同士の噛
み合いを確認してください。

●デュアルロックは消耗品です。噛み合いが弱くなったら早めに交
換してください。

注　意

注　意

③スピーカーのコネクターを取り付け、本体をヘルメットの外側に回し
てください。

●防水の為、コネクターを内装の隙間に隠してください。

注　意
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8.使用方法

 電源を入れる
①電源スイッチを1回押してください。インジケーターランプが点灯し
ます。同時にスピーカーから確認メロディーが流れます。

②電源を入れる時のインジゲーターランプの点滅パターンで電池残
量が確認できます。
●青ランプが点灯し、約2秒後に消え 池残量は充分です。
●青ランプ→赤ランプの順で点灯し、約2秒後に消える

量が少なくなってきています。
●赤ランプが点灯し、約2秒後に消える

池残量がありません。交換してください。
③その後インジケーターランプは5秒間の点滅になります。
●青ランプの点 続中
●赤ランプの点 接続

ボリュームの調整（15段階）
①音量を上げたい時は、ボリュームアップボタ
ンを押してください。

②音量を下げたい時は、ボリュームダウンボタ
ンを押してください。

点灯

ボリュームアップボタン
▼　

　　　　▲
ボリュームダウンボタン
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8.使用方法

●運転者は走行中に本製品を絶対に操作しないでください。重大な
交通事故の原因となる場合があります。ボリュームを調整する時
は必ず安全な場所に停車してから行ってください。

警　告

 電源を切る
①電源スイッチを約2秒長押ししてください。インジゲーターランプ
の赤と青が同時に点灯したらボタンを離してください。

②スピーカーから確認メロディーが流れます。その後、インジゲーター
ランプが消灯して電源が切れます。

●音量を上げ過ぎると、外部の音が聞こえにくくなり大変危険です。
必要以上に音量を上げないでください。
（※ヘルメットはSG対象外となります。）
また、長時間の連続使用はお止めください。
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9.故障かな？と思ったら

原 因

○電源ボタンを正し
く押していますか？
○電池が消耗して
いませんか？
○プロファイル、
PINコードが異なる
機器ではありませ
んか？
○ペアリングモード
になっていますか？
○稼動している他
のBluetooth機器
がありませんか？
○本機と相手側機器
が離れていませんか？
○電池キャップが
きちんと閉まって無
く、電池が接触不
良を起こしていま
せんか？
○相手側機器の電
源が入っていない、
または切れていま
せんか？
○電池が消耗して
いませんか？
○相手側機器の電
源が入っていない、
または切れていま
せんか？
○相手側機器のボ
リュームが小さく
なっていませんか？

対 策

電源が入らない

ペアリングができ
ない

電源が切れる

スピーカーから音
が出ない、または音
が小さい

ページ

17

12

－

12～13

－

　
－

対 策

●電源ボタンを正し
く押す
●電池を交換してく
ださい。
●プロファイル、PIN
コードの合っている
機器をご用意くださ
い。
●ボタン操作を確
認してください。
●他のBluetooth
機器の電源をお切
りください。
●本機と相手側機器
を近付けてください。
●電池キャップを
正しく閉めてくださ
い。　　　　　　
　　　　　　　　
　　　
●相手側機器の電
源を入れてくださ
い。　　　　　　
　
●電池を交換してく
ださい。
●相手側機器の電
源を入れてくださ
い。　　　　　　
　
●相手側機器のボ
リュームを大きくし
てください。

12～13

9～11

12～14

12～14

12～14
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ページ

17～18

15～16

15～16

21

15～16

12～13

12～13

12～13

原 因

○本機のボリューム
が小さくなっていま
せんか？
○スピーカーコード
のコネクターが外れ
ていませんか？
○スピーカーの表裏
が反対になっていま
せんか？
○スピーカーコード
が断線していません
か？
○スピーカーの中心
と耳の穴が離れて
いませんか？
○使用している電池
が劣化していません
か？
○単三アルカリ電池
以外の電池（マンガ
ン、充電式など）を使
用していませんか？
○使用状況によるも
の（ボリューム調整
具合、電波状況の悪
い所での使用など）

対 策

スピーカーから音
が出ない、または音
が小さい（前ページ
から続き）

使用可能時間が短
い

フリーズした

対 策

●本機のボリューム
を大きくしてくださ
い。
●コネクターを接続
してください。　　
　
●スピーカーを正し
い向きで取り付けて
ください。
●修理、または部品
交換が必要です。　
　
●スピーカーの位置
を調整してください。
　
●新品の電池と交
換してください。　
　
●単三アルカリ電
池を使用してくださ
い。　　　　　　
　

●ボリューム調整を
変えてみる、使用場
所を変えてみる　

●一度乾電池を抜
き、再び入れ直して
みてください。

9.故障かな？と思ったら

17～18
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10.補修パーツのご紹介

11.製品仕様

部品番号 品名 数量
Q5K-YSK-006-651 MR-E6 フィッティングスペーサー 3枚セット
Q5K-YSK-006-652 MP-202 スピーカー用スポンジ 1枚
Q5K-YSK-006-653 MP-204 スピーカー用ベルクロ（オスメス一組） 1個
Q5K-YSK-006-654 MP-237 ヘルメットスペーサー 1個
Q5K-YSK-006-655 MP-238 デュアルロック 粗目 1枚
Q5K-YSK-006-656 MP-239 スピーカー 1個
Q5K-YSK-006-657 MP-241 デュアルロック 細目 1枚

■本体サイズ ――――――――――――――24×100×28㎜ (コード除く)
■スピーカーサイズ ―――――――――――――直径約27㎜、厚み約10㎜
■スピーカー数 ―――――――――――――――――――― 1個 (モノラル)
■電源 ――――――――――――――― アルカリ単三乾電池一本 (1.5V)
■消費電流 ―――――――――――――――――――― 最大約180ｍA
■連続待ち受け時間 ――――――― 約100時間 (使用状況により異なる)
■連続作動時間 ――――――――約10～12時間 (使用状況により異なる)
■作動温度範囲 ―――――――――――――――――― 10 ～ +60℃
■規格 ―――――――――――――――――――――― Ver.2.1+EDR
■使用周波数帯 ―――――――――――――――――――― 2.4GHz帯
■出力 ――――――――――――――――――――――――――Class2
■対応プロファイル ――――――――――――――――――――――
■PINコード ――――――――――――――――― [ 0000 ]（ゼロが4つ)

HSP
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12.本品に関するお問い合わせ・ご相談先

〒432-8058　静岡県浜松市南区新橋町1103番地　FAX.053-443-2187

株式会社ワイズギア

市内通話料でOK
携帯OK

0570-050814
ゴ ー ワ イ ズ

オープン時間　月曜～金曜（祝日、弊社所定の休日を除く）
9:00～12:00 13:00～17:30
◎一般の固定電話の場合、全国一律市内通話料でご利用いただけます。
◎IP電話や電話機の設定によってはご利用いただけません。
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MEMO



株式会社ワイズギア

市内通話料でOK
携帯OK

0570-050814
ゴ ー ワ イ ズ

オープン時間　月曜～金曜（祝日、弊社所定の休日を除く）
9:00～12:00 13:00～17:30
◎一般の固定電話の場合、全国一律市内通話料でご利用いただけます。
◎IP電話や電話機の設定によってはご利用いただけません。

〒432-8058　静岡県浜松市南区新橋町1103番地　FAX.053-443-2187


